
安定なイオンが周囲の原子の電子を放安定なイオンが周囲の原子の電子を放出出
産総研等の合同研究チームが解明
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計
測
機
器
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生
産
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前
月

比
、
前
年
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月
比
の
順
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工
業
用
長
さ
計
＝　

万
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45

2
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個
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・
3
％
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17
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0
％
減
▽
ガ
ス
メ
ー
タ
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個
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％

減
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％
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▽
水
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メ
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万
7
7
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9
％
減
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・
1
％
増
▽
工

11

業
用
計
重
機
＝
2
1
1
1

台
、
1
・
9
％
減
、
1
・
4

％
減
▽
圧
力
計
（
ア
ネ
ロ
イ

ド
形
）＝　

万
3
3
4
9
個
、

83

2
・
2
％
減
、
5
・
5
％
減

▽
精
密
測
定
機
（
光
学
測
定

機
を
含
む
）
＝
2
万
1
5
9

9
台
、　

・
7
％
減
、
4
・

12

1
％
減
▽
分
析
機
器
＝
2
0

6
億
6
0
0
万
円
、
5
・
5

％
減
、
2
・
4
％
増
▽
試
験

機
＝
4
8
8
台
、　

・
2
％

10

増
、　

・
3
％
減
▽
放
射
線

10

測
定
器
＝
6
億
3
7
0
0
万

円
、
5
・
3
％
増
、　

・
9

50

％
増（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

せ
る
機
構
が
理
論
的
に
予
測

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
研
究
で

は
、
ネ
オ
ン
原
子
と
ク
リ
プ

ト
ン
原
子
で
構
成
さ
れ
る
原

子
集
団
を
モ
デ
ル
系
と
し

て
、
大
型
放
射
光
施
設
S
P

r
i
n
g
―
8
で
利
用
で
き

る
Ｘ
線
を
照
射
し
、
生
成
さ

れ
る
多
く
の
イ
オ
ン
と
電
子

を
同
時
に
検
出
す
る
高
度
な

計
測
技
術
を
駆
使
し
て
、
低

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
子
生
成
過
程

を
解
明
し
た
。

　

ネ
オ
ン
原
子
と
ク
リ
プ
ト

ン
原
子
で
構
成
さ
れ
る
原
子

集
団
へ
の
強
度
の
強
い
Ｘ
線

（1） 2017年（平成29年）2月5日（日）第 3136号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

安
定
な
イ
オ
ン
が
周
囲
の
原
子
の
電
子
を
放
出
、
日
電
検 
①
面

経
済
と
経
営
観
測
ア
ン
ケ
ー
ト 

②
面

寄
稿
「
飯
塚
幸
三
」「
小
宮
勤
一
」「
岡
和
雄
」 

③
面

掲
載
産
業
大
臣
表
彰　

経
歴
と
感
想　
 

④
面

（1）

N
M
S
研
究
会
座
談
会　
 

⑤
面

（4）

寄
稿
「
廣
田
茂
」　
 

⑥
面

（7）

社
説
、
寄
稿
「
矢
野
耕
也
」 

⑦
面

新
製
品
、
中
学
給
食
を
監
修
、
単
位
の
展
示
と
講
演 

⑧
面

今週の主な記今週の主な記事事

　

日
本
電
気
計
器
検
定
所

（
J
E
M
I
C
）
は
、
恒
温

槽
・
試
験
槽
等
が
装
備
す
る

指
示
計
器
付
温
度
計
の
J
C

S
S
校
正
を
開
始
し
た
。

　

校
正
位
置
は
、
恒
温
槽
セ

ン
サ
の
設
置
位
置
近
傍
ま
た

は
恒
温
槽
内
の
任
意
の
点

（
中
央
な
ど
）。

　

校
正
結
果
は
、
I
L
A
C

／
A
P
L
A
C
の
M
R
A

（
相
互
承
認
取
り
決
め
）
を

通
じ
て
、
国
際
的
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
。

　

J
I
S　

C　

6
0
0
6

8
―
3
―
5
、
6
0
0
6
8

―
3
―
6
、
J
T
M
（
日
本

試
験
機
工
業
会
）
規
格
な
ど

の
恒
温
槽
・
試
験
槽
等
の
試

験
に
も
対
応
す
る
。
試
験
内

容
は
、
温
度
分
布
、
温
度
変

動
、
空
間
温
度
偏
差
、
温
度

こ
う
配
、
温
度
変
化
速
度
な

ど
。
湿
度
に
関
し
て
は
一
般

校
正
で
実
施
す
る
。

【
J
C
S
S
校
正
範
囲
お
よ

び
不
確
か
さ
（
校
正
内
容
、

校
正
範
囲
、
校
正
の
不
確
か

さ
（
k
＝
2
）
の
順
）】
◇

指
示
計
器
付
温
度
計
（
恒
温

槽
装
備
）
＝
▽
マ
イ
ナ
ス　
40

℃
以
上
1
5
0
℃
以
下
、

0
・
3
0
℃
▽
1
5
0
℃
超

過
2
0
0
℃
以
下
、
0
・
7

0
℃

【
問
い
合
わ
せ
先
】
日
本
電

気
計
器
検
定
所
（
J
E
M
I

C
）
本
社
標
準
部
校
正
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
＝
電
話
0
3

―
3
4
5
1
―
6
7
6
0
、

F
A
X
0
3
―
3
4
5
1
―

6
9
1
0
、電
子
メ
ー
ルk

o

u
sei-in

fo@
jem
ic.g
o

.jp

日
本
電
気
計
器
検
定
所

恒
温
槽
・
試
験
槽
の
J
C
S
S
校
正
開
始

　

経
済
産
業
省
は
、
各
地
域

の
経
済
動
向
を
把
握
す
る
た

め
に
、
地
方
経
済
産
業
局
が

四
半
期
ご
と
に
行
っ
て
い
る

地
域
経
済
産
業
調
査
の
結
果

を
と
り
ま
と
め
た
。

　

全
体
の
景
況
判
断
は
、
7

期
ぶ
り
に
上
方
修
正
し
、「
緩

や
か
に
改
善
し
て
い
る
」
と

し
た
。
生
産
は
、車
載
向
け
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
を
中

心
に
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

の
生
産
が
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
。
個
人
消
費
は
、
衣
料

品
の
弱
い
動
き
が
継
続
し
て

い
る
も
の
の
、
生
鮮
食
品
の

相
場
高
も
あ
り
飲
食
料
品
が

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

地
域
別
の
景
況
判
断
は
、

北
陸
、
近
畿
、
九
州
で
上
方

修
正
し
、
北
海
道
、
東
北
、

関
東
、
東
海
、
中
国
、
四
国
、

沖
縄
は
据
え
置
い
た
。

経済産業省

2016年10～12月期
地域経済産業調査

景況判断は7期ぶりに上方修正

Ｘ
線
照
射
に
よ
る
生
体
分
子
損
傷

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
貢
献

　

東
北
大
学
多
元
物
質
科
学
研
究
所
の
グ
ル
ー
プ
、
京
都

大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
の
グ
ル
ー
プ
、
産
業
技
術
総
合

研
究
所
分
析
計
測
標
準
研
究
部
門
、
理
化
学
研
究
所
放
射

光
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学（
ド

イ
ツ
）
の
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
合
同
研
究
チ
ー
ム
は
、
安

定
な
2
価
イ
オ
ン
が
原
子
集
団
の
中
に
存
在
す
る
と
、
周

囲
に
あ
る
原
子
を
イ
オ
ン
化
し
て
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
子
を

放
出
す
る
新
し
い
現
象
を
観
測
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
放

射
線
損
傷
を
制
御
し
、
放
射
線
治
療
を
効
果
的
か
つ
正
確

に
行
う
た
め
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
期
待

さ
れ
る
。

　

こ
の
研
究
は
、
東
北
大
学

多
元
物
質
科
学
研
究
所
上
田

潔
教
授
・
福
澤
宏
宣
助
教
の

グ
ル
ー
プ
、
京
都
大
学
大
学

院
理
学
研
究
科
永
谷
清
信
助

教
の
グ
ル
ー
プ
、
産
業
技
術

総
合
研
究
所
分
析
計
測
標
準

研
究
部
門
齋
藤
則
生
副
研
究

部
門
長
、
理
化
学
研
究
所
放

射
光
科
学
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
大
浦
正
樹
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

グ
大
学
（
ド
イ
ツ
）
ロ
ー
レ

ン
ツ
・
セ
ダ
ー
バ
ウ
ム
教
授

の
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
合
同

研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
成
果
。

　

最
近
、
Ｘ
線
照
射
に
よ
り

生
成
さ
れ
る
安
定
な
2
価
イ

オ
ン
が
周
囲
の
原
子
か
ら
低

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
子
を
放
出
さ

の
照
射
に
よ
っ
て
2
価
ネ
オ

ン
イ
オ
ン
が
生
成
さ
れ
る
。

こ
の
イ
オ
ン
は
孤
立
し
て
い

る
と
何
も
起
こ
ら
な
い
が
、

2
価
ネ
オ
ン
イ
オ
ン
の
周
囲

に
ク
リ
プ
ト
ン
原
子
が
複
数

存
在
す
る
と
、
ク
リ
プ
ト
ン

原
子
か
ら
電
子
を
奪
っ
て
1

価
イ
オ
ン
に
な
り
、
さ
ら
に

別
の
ク
リ
プ
ト
ン
原
子
を
イ

オ
ン
化
し
、
電
子
が
飛
び
出

す
。
そ
の
結
果
、
1
価
ネ
オ

ン
イ
オ
ン
が
1
個
、
1
価
ク

リ
プ
ト
ン
イ
オ
ン
が
2
個
、

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
子
が
1
個

生
成
す
る
。こ
の
研
究
で
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
生
成
し
た

合
計
3
個
の
イ
オ
ン
と
電
子

の
運
動
量
を
同
時
に
計
測
し

た
。

　

放
出
さ
れ
る
低
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
電
子
は
生
体
分
子
を

壊
し
や
す
い
た
め
、
Ｘ
線
照

射
に
よ
る
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

子
の
生
成
過
程
の
解
明
は
、

放
射
線
損
傷
を
制
御
し
、
放

射
線
治
療
を
効
果
的
か
つ
正

確
に
行
う
た
め
に
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

経
済
産
業
省

生
産
動
態
統
計
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